
大腸がんは、全てのがんの中で罹る方が最も多いだけでなく、死亡数も男性が2位、
女性が1位と多く、日本全体では年間5万人以上もの方が亡くなっている疾患です。特
に、沖縄は本土と比較しても大腸がんで亡くなる方が多い傾向にあります（死亡率が男
性全国ワースト2位・女性同17位）。本来、大腸がんは早期に発見できれば完治する
可能性の高い疾患ですが、早期のうちは自覚症状がないことが多く、症状が現れ病院
を受診した時には既に進行がんになっていることも少なくありません。「がん死を撲滅」
すなわちがんで亡くなる方を無くすにはこの大腸がんで亡くなる方を減らすことがまずは
喫緊の課題ではないかと考えています。今回の講座では、長年日本の大腸がん検診
をリードしてきた横浜の松島病院内視鏡センター診療部長の鈴木康元医師をお招きし、
大腸がんの現状、予防法、早期発見するためにはなど、大腸がん死撲滅に向けての話
を伺いたいと思います。

第1回宮古島がん死撲滅ミーティング

（ばやー 大腸がんしーや すなんどーや！！）

講師：鈴木康元先生

司会：西原政好
沖縄県立宮古病院外科部長

略 歴

1980年3月 東京慈恵会医科大学卒業
1982年5月 東京慈恵会医科大学第三病院内科入局
1986年8月 東京慈恵会医科大学第三病院内科助手
1992年11月 松島病院大腸肛門病センター松島クリニック内視鏡部長
1999年4月 松島病院大腸肛門病センター松島クリニック診療部長
2023年5月 松島病院内視鏡センター診療部長（現職）

学会関係
主催学会・研究会 第57回日本消化器がん検診学会大会会長（JDDW2019参加）

第77回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会会長
二木会塾長（大腸内視鏡挿入法に関する勉強会）

日本消化器がん検
診学会

代議員、編集委員、大腸がん検診精度管理委員、全国集計委員

日本消化器内視鏡
学会

内視鏡スクリーニング認定医制度委員

日本消化器病学会 大腸ポリープ診療ガイドライン作成委員

日本大腸検査学会 評議員

受賞・資格 第4回 日本消化器がん検診学会学術奨励賞受賞

第25回 日本消化器がん検診学会有賀記念学会賞
医学博士（東京慈恵会医科大学）

著 書
・大腸内視鏡挿入攻略法（南江堂・単著）
・大腸内視鏡挿入攻略法 改訂第2版（南江堂・単著）
・大腸ポリープ診療ガイドライン2020（日本消化器病学会・共著）
・大腸がん検診マニュアル―2021年度改訂版―（日本消化器がん検診学会・共著）

日時：令和５年６月１６日（金曜日） 18-19:30
開催場所：宮古病院３階 講堂

・大阪大学医学博士
・日本外科学会指導医、専門医
・日本消化器外科学会指導医、専門医
・日本消化器内視鏡学会指導医、専門医
・日本肝胆膵外科名誉高度技能指導医
・日本消化器内視鏡外科学会 技術認定医
・日本消化器外科学会 がん外科治療認定
・日本臨床外科学会評議員
・内痔核四段階注射法講習医
・二木会会員（大腸癌死亡率をゼロを目指す勉強会）

開会の挨拶： 宮古病院院長 岸本信三

共催：宮古島医師会、宮古島市
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